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臨床研究の実施に関する情報公開 
 

静岡県立総合病院では、臨床研究倫理委員会の承認を得て、下記の臨床研究を実施します。

関係各位の御理解と御協力をお願い申し上げます。 

研究の拒否 

患者さん又は患者さんの代理の方が、この研究のために情報が使用

されることにご了承いただけない場合は、問合せ先までご連絡くだ

さい。 

研究課題名 

早期膵癌疑い症例に対する膵液連続細胞診(serial pancreatic‑juice 

aspiration cytologic examination; SPACE)の診断精度および施行後

の臨床経過に関する多施設共同後ろ向き研究 

研究機関名 静岡県立総合病院 

研究代表者 消化器内科 佐藤辰宣 

共同研究機関及び研

究責任者 

磐田市立総合病院      金子淳一 

国際医療福祉大学熱海病院  坂本康成 

札幌医科大学    吉田真誠/石川和真 

静岡県立静岡がんセンター   佐藤純也/石渡裕俊 

静岡赤十字病院    杉山智洋/石黒友也 

昭和大学藤が丘病院   新谷文崇 

聖隷浜松病院    小林陽介 

浜松医科大学     濱屋寧 

浜松医科大学    川田一仁/伊藤 潤 

浜松医療センター    鈴木安曇 

藤枝市立総合病院    大畠昭彦 

三重大学附属病院    山田玲子/三輪田哲郎 

研究期間 2023 年 12 月 18 日 ～ 2025 年 12 月 31 日 

利用又は提供を開始する予定日 2023 年 12 月 18 日 

対象者 
2015 年 1 月から 2023 年 8 月の間に早期膵癌を疑い SPACE の施行

を試みた患者さん 

当該研究の意義・目的 

膵癌は難治性の癌として知られ、その原因の一つに診断時には進行

していることが多いということがあります。このため、早期の膵癌の

段階での診断が重要であり、近年では膵液連続細胞診(SPACE)が診

断に有効であると報告されています。しかし、SPACE での診断の有

効性の精度や SPACE で診断した結果、細胞診が陰性であった患者さ

んのその後の経過については十分な報告がありません。そこで、早期

の膵癌の疑いで SPACE の実施を試みた患者さんの検査成績および

その後の経過についての研究を行います。 
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方法および研究で利

用する試料・情報につ

いて 

①対象となる患者さんの診療録（カルテ）から次の情報を調査しま

す。 

・背景因子（年齢、性別など） 

・臨床データ（血液検査結果、内視鏡検査結果、画像検査結果など） 

・転帰（手術の有無、SPACE 後の臨床経過、画像検査での変化など） 

②各共同研究機関で匿名化された情報は、パスワードを付与し研究

代表機関の静岡県立総合病院へメールで送られた後、解析を行いま

す。 

個人情報の開示に係

る手続き 

個人情報の開示に係る手続きは、下記の問合せ先にご相談ください。 

資料の閲覧について 

あなたからのご要望があれば、この研究において開示が可能である

と考えられる範囲内で、この研究の計画や方法についての資料をご

覧いただくことができます。 

問合せ先 

◆その他、この研究に関するお問合わせ、ご意見等ございましたら下

記へご連絡ください。 

浜松医療センター  消化器内科 鈴木安曇 

代表 053-453-7111 

 


